集中講義

「化学生命工学特論第2」

担　当：稲田　利文　教授（東北大学）
日時・場所：工学部２号館２１３号講義室
講　義：１０月１７日（月）
１３：００～１７：００　

講　義：１０月１８日（火）

１０：３０～１２：００

  １３：００～１５：００
セミナー：１０月１８日（火）
１５：３０～１７：００

講義タイトル：RNAと遺伝子発現制御
講義内容：

生物の持つ複雑で巧妙な形態・機能の獲得には、RNA段階での遺伝子発現制御プログラムが重要な役割を果たす。すなわち、個体発生の過程における様々な「非対称性」や、分化過程で獲得される細胞の「多様性」は、mRNAの時空間的制御機構により獲得される。本講義では，mRNAのプロセシング•局在•翻訳制御•分解•品質管理の分子機構を解説するとともに，その医学応用について概説する．特定の教科書は使用しない．

セミナー

タイトル：mRNA品質管理機構と医学応用の現状
講演者：稲田　利文　教授（東北大学）
ヒトゲノム研究の進展により、多くの遺伝子疾患の原因変異が数多く同定されているが、ほとんどの遺伝病についてその治療法は確立されてない。ナンセンス変異はヒトの遺伝病の主要な原因変異であるが、細胞の保持するmRNA品質管理機構によって異常mRNAの分解が促進されることで、細胞に有害になりうる短鎖型タンパク質の発現が抑制される。最近、ナンセンス変異に起因する複数の遺伝病について、遺伝子を操作することなく正常で活性を持つタンパク質を合成させ、症状を改善させる新たな化合物が同定された。低分子化合物による遺伝病治療の現状と、mRNA品質管理機構解析の最近の進展について紹介する。
